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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンコーダ（１１０）を介して、入力データを符号化し、対応する符号化データを生成
する方法であって、前記入力データは複数のデータ部分を含み、１つのデータ部分は１つ
のデータブロックを指し、前記方法は、
（ａ）　　所定のデータ部分が、対応する所定の品質パラメータ値を有するように、前記
複数のデータ部分に対して１つ以上の前記品質パラメータ値を部分ごとに設定することと
、
（ｂ）　　前記複数のデータ部分を解析し、前記複数のデータ部分の符号化に用いる少な
くとも１つの符号化方法および少なくとも２つの異なる量子化強度を選択することと、
（ｃ）　　（ｂ）において選択した少なくとも１つの符号化方法および少なくとも２つの
異なる量子化強度を用いて、前記複数のデータ部分を符号化し、対応する符号化データ部
分を生成することと、
（ｄ）　　前記符号化データ部分を集約して、前記符号化データを生成することと、
（ｅ）　　前記少なくとも２つの量子化強度を示す情報および前記１つ以上の品質パラメ
ータ値を示す情報を前記符号化データに組み込むことと、
を含み、
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法および対応する所定の量子化強度
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が選択されてその符号化に用いられ、前記対応する所定の符号化方法および前記対応する
所定の量子化強度は、（ａ）において前記所定のデータ部分に設定した所定の前記品質パ
ラメータ値に基づいて選択され、
　前記複数のデータ部分からの少なくとも２つのデータ部分は、（ｂ）において選択した
前記少なくとも１つの符号化方法から同じ符号化方法を用いて、かつ、（ａ）において前
記少なくとも２つのデータ部分に設定した同じ前記品質パラメータ値に対して異なる量子
化強度を用いて符号化される
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記複数のデータ部分の符号化に用いる前記少なくとも１つの符号化方法は、複数の符
号化方法から選択され、
　前記方法は、前記少なくとも１つの符号化方法を示す情報を前記符号化データに組み込
むことをさらに含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの符号化方法は、前記複数のデータ部分の符号化に用いる少なくと
も２つの符号化方法を含み、
　前記方法は、前記少なくとも２つの符号化方法を示す情報を前記符号化データに組み込
むことをさらに含む
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定の量子
化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情報、の
うち少なくとも２つが一緒に、前記所定のデータ部分に対する単一の情報として組み込ま
れることを特徴とする、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す前記情報、および／または前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報、のうち
少なくとも２つを、単一のデータストリームに組み込むことを含むことを特徴とする、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定の量子
化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情報が個
別に、前記所定のデータ部分に対する個別の情報として組み込まれることを特徴とする、
請求項２または３に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す前記情報、および前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報を、個別のデータ
ストリームに組み込むことを含むことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のデータ部分の符号化に用いる少なくとも２つの量子化方法を選択することを
さらに含み、
　前記複数のデータ部分からの少なくとも２つのデータ部分は、同じ符号化方法を用いて
、かつ、（ａ）において前記少なくとも２つのデータ部分に設定した同じ前記品質パラメ
ータ値に対して異なる量子化強度および異なる量子化方法を用いて符号化される
ことを特徴とする、請求項１から７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記符号化データ部分は、用いた異なる符号化方法および／または異なる量子化強度に
基づいて、前記符号化データ内に含まれる複数のデータストリームへと集約されることを
特徴とする、請求項１から８のいずれかに記載の方法。
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【請求項１０】
　前記少なくとも２つの量子化強度を示す前記情報と、前記１つ以上の品質パラメータ値
を示す前記情報は、１つ以上のデータストリームの形式で前記符号化データに組み込まれ
ることを特徴とする、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記入力データは、画像データ、動画データ、音声データ、生体データ、ゲノムデータ
、医療測定データ、センサデータ、監視データ、多次元データの少なくとも１つを含むこ
とを特徴とする、請求項１から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つの量子化強度は、前記入力データの前記複数のデータ部分の１つ以
上の特性に基づいて動的に選択されることを特徴とする、請求項１から１１のいずれかに
記載の方法。
【請求項１３】
　入力データを符号化し、対応する符号化データを生成するエンコーダ（１１０）であっ
て、前記入力データは複数のデータ部分を含み、１つのデータ部分は１つのデータブロッ
クを指し、前記エンコーダ（１１０）は、前記入力データを処理するデータ処理構成を備
え、前記エンコーダ（１１０）は、
（ａ）　　所定のデータ部分が、対応する所定の品質パラメータ値を有するように、前記
複数のデータ部分に対して１つ以上の前記品質パラメータ値を部分ごとに設定するように
動作し、
（ｂ）　　前記複数のデータ部分を解析し、前記複数のデータ部分の符号化に用いる少な
くとも１つの符号化方法および少なくとも２つの量子化強度を選択するように動作する解
析器（２１０）を備え、
（ｃ）　　（ｂ）において選択した少なくとも１つの符号化方法および少なくとも２つの
異なる量子化強度を用いて、前記複数のデータ部分を符号化し、対応する符号化データ部
分を生成するように動作する符号化構成（２２０）を備え、
（ｄ）　　前記符号化データ部分を集約して、前記符号化データを生成するように動作す
る集約器（２３０）を備え、
（ｅ）　　前記少なくとも２つの量子化強度を示す情報および前記１つ以上の品質パラメ
ータ値を示す情報を前記符号化データに組み込むように動作し、
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法および対応する所定の量子化強度
が選択されてその符号化に用いられ、前記対応する所定の符号化方法および前記対応する
所定の量子化強度は、（ａ）において前記所定のデータ部分に設定した所定の前記品質パ
ラメータ値に基づいて選択され、
　前記複数のデータ部分からの少なくとも２つのデータ部分は、（ｂ）において選択した
前記少なくとも１つの符号化方法から同じ符号化方法を用いて、かつ、（ａ）において前
記少なくとも２つのデータ部分に設定した同じ前記品質パラメータ値に対して異なる量子
化強度を用いて符号化される
ことを特徴とするエンコーダ（１１０）。
【請求項１４】
　前記解析器（２１０）は、前記複数のデータ部分の符号化に用いる前記少なくとも１つ
の符号化方法を、複数の符号化方法から選択するように動作し、
　前記エンコーダ（１１０）は、前記少なくとも１つの符号化方法を示す情報を前記符号
化データに組み込むように動作する
ことを特徴とする、請求項１３に記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの符号化方法は、前記複数のデータ部分の符号化に用いる少なくと
も２つの符号化方法を含み、
　前記エンコーダ（１１０）は、前記少なくとも２つの符号化方法を示す情報を前記符号
化データに組み込むように動作する
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ことを特徴とする、請求項１３または１４に記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項１６】
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定の量子
化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情報、の
うち少なくとも２つが一緒に、前記所定のデータ部分に対する単一の情報として組み込ま
れることを特徴とする、請求項１４または１５に記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す前記情報、および／または前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報、のうち
少なくとも２つを、単一のデータストリームに組み込むように動作することを特徴とする
、請求項１６に記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項１８】
　所定のデータ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定の量子
化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情報が個
別に、前記所定のデータ部分に対する個別の情報として組み込まれることを特徴とする、
請求項１４または１５に記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す前記情報、および前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報を、個別のデータ
ストリームに組み込むように動作することを特徴とする、請求項１８に記載のエンコーダ
（１１０）。
【請求項２０】
　前記複数のデータ部分の符号化に用いる少なくとも２つの量子化方法を選択するように
動作し、
　前記複数のデータ部分からの少なくとも２つのデータ部分は、同じ符号化方法を用いて
、かつ、（ａ）において前記少なくとも２つのデータ部分に設定した同じ前記品質パラメ
ータ値に対して異なる量子化強度および異なる量子化方法を用いて符号化される
ことを特徴とする、請求項１３から１９のいずれかに記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項２１】
　前記集約器（２３０）は、前記符号化データ部分を、用いた異なる符号化方法および／
または異なる量子化強度に基づいて、前記符号化データ内に含まれる複数のデータストリ
ームへと集約するように動作することを特徴とする、請求項１３から２０のいずれかに記
載のエンコーダ（１１０）。
【請求項２２】
　前記少なくとも２つの量子化強度を示す前記情報と、前記１つ以上の品質パラメータ値
を示す前記情報は、１つ以上のストリームの形式で前記符号化データに組み込まれること
を特徴とする、請求項１３から２１のいずれかに記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項２３】
　前記入力データは、画像データ、動画データ、音声データ、生体データ、ゲノムデータ
、医療測定データ、センサデータ、監視データ、多次元データの少なくとも１つを含むこ
とを特徴とする、請求項１３から２２のいずれかに記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項２４】
　前記解析器（２１０）は、前記少なくとも２つの量子化強度を、前記入力データの前記
複数のデータ部分の１つ以上の特性に基づいて動的に選択するように動作することを特徴
とする、請求項１３から２３のいずれかに記載のエンコーダ（１１０）。
【請求項２５】
　デコーダ（１２０）を介して、符号化データを復号化し、対応する復号化データを生成
する方法であって、１つのデータ部分は１つのデータブロックを指し、前記方法は、
（ａ）　　前記符号化データの複数の符号化データ部分の生成中に、少なくとも１つの符
号化方法と共に用いた少なくとも２つの量子化強度および１つ以上の品質パラメータ値を
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示す情報を、前記符号化データ内から受信することと、
（ｂ）　　（ａ）からの前記情報を用いて、前記少なくとも１つの符号化方法の逆を、前
記少なくとも２つの量子化強度および前記１つ以上の品質パラメータ値と共に、前記符号
化データの対応する符号化データ部分に部分ごとに適用し、対応する復号化データ部分を
生成することと、
（ｃ）　　前記復号化データ部分を集約して、前記復号化データを生成することと、
を含み、
　少なくとも１つの符号化方法および少なくとも２つの異なる量子化強度を用いた、前記
複数の符号化データ部分からの少なくとも２つの符号化データ部分の生成中に、それらの
符号化データ部分に対し、同じ符号化方法と共に、同じ品質パラメータ値に対して異なる
量子化強度が用いられ、
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法の逆が、対応する所定の量
子化強度および対応する所定の品質パラメータ値と共に適用され、対応する復号化データ
部分が生成される
ことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　前記符号化データの前記複数の符号化データ部分の生成中に、前記少なくとも１つの符
号化方法と共に用いた少なくとも２つの量子化方法を示す情報を、前記符号化データ内か
ら受信することを含み、
　前記複数の符号化データ部分からの少なくとも２つの符号化データ部分は、同じ符号化
方法と共に、同じ品質パラメータ値に対して異なる量子化強度および異なる量子化方法を
用いて生成される
ことを特徴とする、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記符号化データは、用いた異なる符号化方法および／または異なる量子化強度に対応
する前記複数の符号化データ部分がそれぞれ集約された複数のデータストリームを含むこ
とを特徴とする、請求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記符号化データは、その前記複数の符号化データ部分の生成中に用いた前記少なくと
も２つの量子化強度および前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報が組み込まれ
た１つ以上のデータストリームを含むことを特徴とする、請求項２５から２７のいずれか
に記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の符号化データ部分の生成中に用いた前記少なくとも１つの符号化方法を示す
情報を、前記符号化データ内から受信することを含むことを特徴とする、請求項２５から
２８のいずれかに記載の方法。
【請求項３０】
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定
の量子化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情
報、のうち少なくとも２つが一緒に、前記所定の符号化データ部分に対する単一の情報と
して受信されることを特徴とする、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す情報、および／または前記１つ以上の品質パラメータ値を示す情報、のうち少なくと
も２つを、単一のデータストリームで受信することを含むことを特徴とする、請求項３０
に記載の方法。
【請求項３２】
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定
の量子化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情
報が個別に、前記所定の符号化データ部分に対する個別の情報として受信されることを特
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徴とする、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、前記少なくとも２つの量子化強度を
示す情報、および前記１つ以上の品質パラメータ値を示す情報を個別のデータストリーム
で受信することを含むことを特徴とする、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記符号化データは、符号化画像データ、符号化動画データ、符号化音声データ、符号
化生体データ、符号化ゲノムデータ、符号化医療測定データ、符号化センサデータ、符号
化監視データ、符号化多次元データの少なくとも１つを含むことを特徴とする、請求項２
５から３３のいずれかに記載の方法。
【請求項３５】
　符号化データを復号化し、対応する復号化データを生成するデコーダ（１２０）であっ
て、前記デコーダ（１２０）は、前記符号化データを処理するデータ処理構成を備え、１
つのデータ部分は１つのデータブロックを指し、前記デコーダ（１２０）は、
（ａ）　　前記符号化データの複数の符号化データ部分の生成中に、少なくとも１つの符
号化方法と共に用いた少なくとも２つの量子化強度および１つ以上の品質パラメータ値を
示す情報を、前記符号化データ内から受信するように動作する情報復号化構成（４１０）
と、
（ｂ）　　（ａ）からの前記情報を用いて、前記少なくとも１つの符号化方法の逆を、前
記少なくとも２つの量子化強度および前記１つ以上の品質パラメータ値と共に、前記符号
化データの対応する符号化データ部分に部分ごとに適用し、対応する復号化データ部分を
生成するように動作する復号化構成（４２０）と、
（ｃ）　　前記復号化データ部分を集約して、前記復号化データを生成するように動作す
る集約器（４３０）と、
を備え、
　少なくとも１つの符号化方法および少なくとも２つの異なる量子化強度を用いた、前記
複数の符号化データ部分からの少なくとも２つの符号化データ部分の生成中に、それらの
符号化データ部分に対し、同じ符号化方法と共に、同じ品質パラメータ値に対して異なる
量子化強度が用いられ、
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法の逆が、対応する所定の量
子化強度および対応する所定の品質パラメータ値と共に適用され、対応する復号化データ
部分が生成される
ことを特徴とするデコーダ（１２０）。
【請求項３６】
　前記情報復号化構成（４１０）は、前記符号化データの前記複数の符号化データ部分の
生成中に、前記少なくとも１つの符号化方法と共に用いた少なくとも２つの量子化方法を
示す情報を、前記符号化データ内から受信するように動作し、
　前記複数の符号化データ部分からの少なくとも２つの符号化データ部分は、同じ符号化
方法と共に、同じ品質パラメータ値に対して異なる量子化強度および異なる量子化方法を
用いて生成される
ことを特徴とする、請求項３５に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項３７】
　前記符号化データは、用いた異なる符号化方法および／または異なる量子化強度に対応
する前記複数の符号化データ部分がそれぞれ集約された複数のデータストリームを含むこ
とを特徴とする、請求項３５または３６に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項３８】
　前記符号化データは、その前記複数の符号化データ部分の生成中に用いた前記少なくと
も２つの量子化強度および前記１つ以上の品質パラメータ値を示す前記情報が組み込まれ
た１つ以上のデータストリームを含むことを特徴とする、請求項３５から３７のいずれか
に記載のデコーダ（１２０）。
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【請求項３９】
　前記情報復号化構成（４１０）は、前記複数の符号化データ部分の生成中に用いた前記
少なくとも１つの符号化方法を示す情報を、前記符号化データ内から受信するように動作
することを特徴とする、請求項３５から３８のいずれかに記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４０】
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定
の量子化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情
報、のうち少なくとも２つが一緒に、前記所定の符号化データ部分に対する単一の情報と
して組み込まれることを特徴とする、請求項３９に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４１】
　前記情報復号化構成（４１０）は、前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、
前記少なくとも２つの量子化強度を示す情報、および／または前記１つ以上の品質パラメ
ータ値を示す情報、のうち少なくとも２つを、単一のデータストリームで受信するように
動作することを特徴とする、請求項４０に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４２】
　所定の符号化データ部分に対し、対応する所定の符号化方法を示す情報、対応する所定
の量子化強度を示す情報、および／または対応する所定の前記品質パラメータ値を示す情
報が個別に、前記所定の符号化データ部分に対する個別の情報として受信されることを特
徴とする、請求項３９に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４３】
　前記情報復号化構成（４１０）は、前記少なくとも１つの符号化方法を示す前記情報、
前記少なくとも２つの量子化強度を示す情報、および前記１つ以上の品質パラメータ値を
示す情報を個別のデータストリームで受信するように動作することを特徴とする、請求項
４２に記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４４】
　前記符号化データは、符号化画像データ、符号化動画データ、符号化音声データ、符号
化生体データ、符号化ゲノムデータ、符号化医療測定データ、符号化センサデータ、符号
化監視データ、符号化多次元データの少なくとも１つを含むことを特徴とする、請求項３
５から４３のいずれかに記載のデコーダ（１２０）。
【請求項４５】
　請求項１から１２のいずれかに記載の方法を実行するために、処理ハードウェアを備え
るコンピュータ装置によって実行可能なコンピュータ可読命令が格納された非一時的コン
ピュータ可読格納媒体を含む、コンピュータプログラム製品。
【請求項４６】
　請求項２５から３４のいずれかに記載の方法を実行するために、処理ハードウェアを備
えるコンピュータ装置によって実行可能なコンピュータ可読命令が格納された非一時的コ
ンピュータ可読格納媒体を含む、コンピュータプログラム製品。
【請求項４７】
　請求項１３から２４のいずれかに記載の少なくとも１つのエンコーダ（１１０）と、請
求項３５から４４のいずれかに記載の少なくとも１つのデコーダ（１２０）とを備えるコ
ーデック（１３０）。
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